
©2022 中小機構

（注意）本提案書は、IT化の気づきを得るための提案書です。実装に当たっては、貴社の業務とIT化の方針を再度ブラッシュアップしてください。

IT経営簡易診断

株式会社グルメ亭 様

実施専門家：中小 太郎

実施日

１回目：202X年X月X日

２回目：202X年X月X日

３回目：202X年X月X日
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提案例
（最終日に提出する資料）
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【a.業務機能体系図 （食品製造業版）】

出典：(一社)中小企業IT経営センター IT経営ゲーム「あるあるCIO🄬」
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• 法人顧客 150社（川崎市、横浜市、大田区が主要地域）顧客情報は営業担当者ごとの管理
• メニューは日替わり弁当。月１回メニュー表（チラシ）を作成し、配布・案内している
• 注文は電話・FAX。受注データは販売管理ソフト●●●へ都度入力しているため、手間と時間がかかっている
• ホームページは●年前に構築したもの。基本的な企業情報を掲載しているのみ
• 大手弁当屋が新規参入し競争激化、顧客ニーズの多様化など環境変化に対応できていない
• コロナで一部の受注が減少したが、外食派が職場内ランチに変化し影響は限定的
★オンライン受注の体制整備 ★セルフオーダーの実現 ★顧客情報の全社共有
★電話対応スピードアップ ★営業担当者以外でも対応できる顧客窓口の構築 ★提案力強化

②決済・債権債務・資金回収管理

⑩業務固有プロセス（支援系）

⑨業務固有プロセス（実行系）

③会計・財務・資産・経営管理

⑥調達・供給在庫・物流

④人材配置

⑧汎用プロセス⑦自動化・分析プロセス

• 食材・包材の仕入先は●●社

• 発注は電話・FAXが多い

• 在庫管理はExcel、棚卸月1回（包材）

• 注文のミスや発注量のミスによる消費期
限切れの廃棄ロスが生じることがある

• レシピと製造技術情報はExcel管理、一
部属人化している

• 営業部が献立メニューを立案し、製造部と
調整

• メニューごとの原価や採算性は把握でき
ていない

• HACCP対応を進めている

• 製造部リーダーが事務部から注文一覧表
を受け取り、翌日の製造計画を作成して
いる（ホワイトボード掲示）

• すべての工程や調理手順を把握できてい
るのはベテラン社員のみ、生産管理人材
の育成が必要

★生産管理方法の高度化
★人材育成による品質安定

• 請求・売掛管理は販売管理ソフト●●●を利用している

• 仕入管理は製造部の発注・納品伝票をまとめて、事務部
へ報告・提出している。入力データは販売管理ソフトと連
携している

★販売データ活用・顧客ニーズ把握

• 営業9、事務7、製造34

• 製造部のシフトは課長が作成。基本的に曜日固定＋
希望休を出してもらう

• 会計ソフトは●●●を利用

• 月次決算は実施しているが、翌月下旬にならないと数
字がでてこない

⑤総務・人事・給与・労務・ITインフラ

• 出退勤はタイムカード、勤怠と給与は●●●ソフトで連
携している

• PCは営業と事務部に〇台、製造部〇台。基本的なOS
アップデートやセキュリティ対策は実施できている

• 情報伝達と共有にグループウェア●●●を利用しているが、部門内の事務的な連絡が中心

★業務ノウハウの蓄積・活用
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【ｂ.IT戦略マップ】

出典：(一社)中小企業IT経営センター IT経営ゲーム「あるあるCIO🄬」 3

生産管理方法
の高度化と人材育成
による品質安定
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経営課題 業務課題 IT利活用テーマ
1年目
前期

1年目
後期

2年目
前期

2年目
後期以降

既存顧客の
購入頻度アップ

新規顧客の開拓

顧客満足度アップ

オンライン受注の体制整備
セルフオーダーの実現

販売データの活用による顧客
ニーズ把握

顧客情報の全社共有

セルフオーダーWEBサイト構築

顧客情報・販売管理システム構築
（２つの機能を持つ製品 検討）

業務ノウハウの蓄積・活用

提案力強化

ナレッジマネジメントシステム構築
（グループウェア製品 検討）

電話対応スピードアップ

営業担当者以外でも対応できる
顧客窓口の構築

電話連携（CTI）システム構築
（顧客管理システムと並行し検討要）

業務
分析

試行/
選定

導入/運用

試行/
選定

導入/
運用

試行
選定

導入/
運用

業務
分析

業務
分析

試行/
選定

導入/
運用

【c.業務課題とIT利活用の概要計画】

出典：(一社)中小企業IT経営センター IT経営ゲーム「あるあるCIO🄬」 4©2022 中小機構



グループウェアの
概要説明

【d.付帯資料】
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（ITソリューションの概要説明 の例）
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グループウェア 比較表

アプリケーション名 rakumo Basicパック desknet's NEO サイボウズ Office

事業者名 rakumo 株式会社 株式会社ネオジャパン サイボウズ株式会社

料金
初期導入 0円 0円 0円

年間＊5ユーザー試算 23,400円 26,400円 30,000円

導入実績数 - 400万人超 延べ67,000社以上

初期導入サポート 別途ご相談 教育プログラム等もあり メールサポート、電話サポート

スマホ・タブレット対応 あり あり あり

外部連携対象 G Suite
Office365などの外部シス
テム

-

ウェブサイト https://rakumo.com/ https://www.desknets.com/ https://office.cybozu.co.jp/

ここからアプリ https://ittools.smrj.go.jp/ 掲載情報より作成（2022年3月）

【d.付帯資料】
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（ITソリューションの比較表 の例）
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企業名 株式会社グルメ亭
代表者名 谷本 桜子
代表者年齢 51歳

代表者略歴
大学卒業後、流通業界に就職。2000年に当社入社。
2010年に事業承継し、代表就任。

創業年 1975年
設立年 2007年
本社住所 神奈川県川崎市
資本金 10百万円
年商 600百万円
事業内容 弁当製造販売業
取扱製品 企業・団体向け仕出し弁当
従業員数 50人（正社員26名＋パート・アルバイト24人）

紹介の有無
紹介なし

紹介あり＝〇
紹介機関名 商工会議所
当機構の活用状況 中小企業倒産防止共済
事業を知った経緯 商工会議所の経営指導員に相談した際に紹介があった

出典：(一社)中小企業IT経営センター IT経営ゲーム「あるあるCIO🄬」

(ご参考) ケース企業のプロフィール
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本部

営業部 9名

事務部 7名

（うち、パート２名）

正社員12名

パート 22名

主な顧客：川崎市、横浜市、東京・大田区の法人顧客

営業部：営業活動のほか献立メニューの検討

事務部：受注データの入力・集計、総務人事全般

製造部
（工場）

日替わり弁当（和食）を1日１種類製造

配達先150カ所、平均注文配達数45個

配達車両（トラック）5台

出典：(一社)中小企業IT経営センター IT経営ゲーム「あるあるCIO🄬」

(ご参考) ケース企業のプロフィール
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◆株式会社グルメ亭は、「毎日の仕事における元気の源としてお客様に美味しい弁当を提供する」という
経営理念を掲げ、創業以来45年、お客様に愛されてきたが、昨年からこの地域に参入してきた大手弁
当屋に徐々にシェアを奪われており、今期は10期ぶりの減収決算になる見通し。

◆二代目となる谷本社長は、次の経営方針・経営課題を織り込んで、三年後をめどに第二工場を設立して
営業地域を拡大し、年商6億円を10億円へと大きく伸ばすことを中期経営計画に定めた。

◆経営方針

• 大手弁当屋の新規参入に対抗していく

• サービスレベルをアップして、地域一番店となる

• 会社の仕組みを高度化する

◆経営課題

• 売上拡大、利益率向上

• 生産性の向上、品質の向上

◆業務課題

• 新しいお客様の開拓、既存顧客の受注拡大

• 見積・受注業務の効率化

• 生産・製造業務の改善・改革

出典：IPA ストーリーで学ぶ要件定義実践入門「～仕出し弁当「グルメ亭」の大変革は、こうして始まった～」
(一社)中小企業IT経営センター IT経営ゲーム「あるあるCIO🄬」

(ご参考) ケース企業のプロフィール
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